平成23年12月19日

各　位

公益社団法人日本技術士会中国本部

中国本部長　近藤 英樹
防災委員長　山下 祐一
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拝啓　時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素より当本部の活動に、ご理解・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　東日本大震災は発生から９ヶ月を経過し、日本全国に大きな影響を及ぼすとともに、その後の復旧や復興の経過に大きな遅れや問題が発生しています。その中でも｢想定外｣といわれた被害はわれわれ技術者にも多くの問題が投げかけられています。また、社会生活や事業への影響は、直接被災した地域の問題に止まらず我が国全体、さらには世界規模にも広がりました。
そこで日本技術士会中国本部では、｢東日本大震災からの教訓及び今後の備え｣と題して、各専門部会や委員会から話題提供をいただき、震災から学んだ教訓、今後発生が予測される東海・東南海・南海地震などの大災害を想定した今後の備えも議論できればと思っています。
　時節柄、ご多忙のこととは存じますが、皆様お誘いあわせのうえ、多数ご参加くださいますようご案内申し上げます。お手数とは存じますが、下記申込書にて、来たる平成24年1月16日（月）迄にＦＡＸまたはメールにて申し込み下さい。

　また、会議後、ささやかではございますが、意見交換会を開催いたします。こちらも情報交換の場として奮ってご参加ください。

敬具

記

１．日　時　：平成２４年１月２１日（土）

２．場　所　：日本技術士会中国本部　第３ウエノヤビル６階会議室

広島市中区鉄砲町１番２０号（広電白島線女学院前駅より徒歩２分）
３．内　容

13：00～13：05　開催挨拶・趣旨説明
13：05～14：45　｢東日本大震災からの教訓及び今後の備え｣　第１部
建設、情報、電気電子、機械、環境部門など
　　　　　　　(話題提供者８名、発表時間２５分(質疑５分含む))

　　　14：55～17：00　｢東日本大震災からの教訓及び今後の備え｣　第２部
　　　　　　　　休憩・準備

17：30～19：00　意見交換会
４. 定員、対象、参加費、ＣＰＤ：
1）定　員：６０人

2）対　象：技術士会会員及び一般参加者

3）参加費：会　員　500円　(資料代込み)

非会員1,000円　(学生　無料)
4）ＣＰＤ：参加者には日本技術士会からCPD：3時間40分
を発行いたします。

５．その他
※意見交換会は本部会議室にて開催いたします。（参加費は、別途1,000円、簡単な飲み物とおつまみを用意します。）
※締め切り　　平成24年1月16日（月）（定員になり次第締め切ります。）
※申し込み先　日本技術士会 中国本部 事務局

電 話：082-511-0305　FAX：082-511-0309  E-mail:ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp
｢東日本大震災からの教訓と今後の備え｣会議プログラム

日　時　：　平成24年1月21日（土）　13：00～17：00、17：30～19：00

場　所　：　公益法人　日本技術士会中国本部　第３ウエノヤビル６階会議室

式　次　第
13：00～13：05　　開催挨拶　　　　　(公)日本技術士会中国本部防災委員会

13：05～14：45　　｢東日本大震災からの教訓及び今後の備え｣　第１部

１．「災害とＩＴ」

　　　　　　　長原　基司　情報工学部門　（情報･経営工学部会長）　ＬＦコンサルタント

２．「原発設備のリスクマネジメント(その2)について｣

　　　　　　　大丸　譲二　機械･建設部門　(機械･船舶海洋部会長)  ｴﾑｲｰｼｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ(株)

３．「ローカルエネルギーシステムへの期待｣

　　　　　　　岡村　幸壽　電気電子･建設部門　(電気電子部会長)　中電技術コンサルタント(株)

４．｢震災による廃棄物処理施設(最終処分場) の被害状況と今後われわれがなすべきこと｣

　　　　　　桧垣　光次　衛生工学部門　　(環境部会幹事)　　　　ダイユウ技研土木(株)
14：45～15：00　　休　憩

15：00～16：40　　｢東日本大震災からの教訓及び今後の備え｣　第２部
５．「中国地方における大規模地震対策について」｣

　　　　　　　山本　正司　建設部門　国土交通省　中国地方整備局　土砂災害対策分析官
　６．｢災害に強いまちづくりに向けて－四国・近畿の取組みについて－｣
　　　　　　　松澤　秀泰　建設部門　　(広報委員長)　　　　　(株)エイト日本技術開発
　７．｢被災した生活者の実態と教訓｣

　　　　　　　山下　祐一　建設･応用理学部門　(防災委員会委員長)(株)荒谷建設コンサルタント

８．｢士業連絡会の取組み｣

　　　　　　住岡　宣博　建設部門　(中国本部副本部長)中電技術コンサルタント(株)

16：40～17：00　質疑応答
休憩・準備

17：30～19：00　　意見交換会　　　(公)日本技術士会中国本部会議室

	｢東日本大震災からの教訓及び今後の備え」会議・意見交換会

参加申込書

主催：公益社団法人日本技術士会中国本部

申込ＦＡＸ番号：０８２－５１１－０３０９

※メール送信可能な方は、事務局の省力化のため、メールによる申込をお願いします。


□　会議　　　　　参加する

□　意見交換会に　参加する

※上記について参加するものを■(または☑)にしてください。
	
	氏名
	資格(注1)
	区分(注2)

	申込者
	
	□技術士□修習技術者□その他
	□会員□非会員

	技術部門
	(注3)

	勤務先
	

	連絡先
	住所(注4)：□会社　□自宅

〒

ＴＥＬ：

ＦＡＸ：

E-mail：


注1） 資格は該当するものを■(または☑)にしてください。
注2） 区分で会員とは日本技術士会会員を指す。該当するものを■(または☑)(同上)。

注3） 資格が技術士か修習技術者の方のみ記入。

注4） 連絡先は(会社・自宅)のうち該当するものを■(または☑)にして住所等を記入。

申込者が会員で事務局に登録済の住所等に変更がない場合は省略可能。

注5） 同行者がいる場合は下記に記入。

	
	氏名
	資格(注1)
	区分(注2)

	同行者
	
	□技術士□修習技術者□その他
	□会員□非会員

	
	
	□技術士□修習技術者□その他
	□会員□非会員

	
	
	□技術士□修習技術者□その他
	□会員□非会員


問合せ先：〒730-0017　広島市中区鉄砲町1-20第3ウエノヤビル6階

公益社団法人日本技術士会 中国本部 TEL:082-511-0305 FAX:082-511-0309

E-mail：ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp
公益社団法人 日本技術士会 中国本部 防災委員会 主催


平成23年度第２回「東日本大災害を考える」会議（ご案内）


～ 東日本大災害からの教訓及び今後の備え ～











